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問題 10-01

I 「· · · 動詞 +てしまう · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「統計データはときに間違った解釈をされ、私たちはその間違
いにだまされてしまうことがある。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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今、何をしたらよいのか、わかりますか?

I 「· · · 動詞 +てしまう · · ·」という言葉の意味を知っていますか?
I 知っている場合

I 作文を始めてください。
I 知らない場合

I 辞書を使って「動詞 +てしまう」の意味を調べてください。
I 「動詞 +てしまう」の意味をノートに記録してください。
I 辞書を使って「動詞 +てしまう」の用例を調べてください。
I 「動詞 +てしまう」の用例をノートに記録してください。
I 作文を始めてください。

I 作文が完成したら、ノートに書き出してみてください。
I 完成した作文を発表してください。
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辞書の例

https://dictionary.goo.ne.jp/jn/
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https://dictionary.goo.ne.jp/jn/


辞書の例

https://www.weblio.jp/
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https://www.weblio.jp/


辞書の例

https://kotobank.jp/
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https://kotobank.jp/


作文をしてみましたか?

I この時間に作文をしないと、時間がもったいないです。
I 大学生の四年間の時間はとても貴重です。
I 何もしなかった人は、停修することを考えてみる必要があるで
しょう。

6



問題 10-02

I 「· · · ことがある · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「統計データはときに間違った解釈をされ、私たちはその間違
いにだまされてしまうことがある。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-03

I 「· · · 耳にする · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「普段の生活の中で耳にする統計データの “落とし穴”を、具体
例をあげながら解説していこう。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-04

I 「· · · 目にする · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「ある日、あなたは次のような広告を目にした。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-05

I 「· · · かもしれない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「『歯医者さんの 92%』といわれると、ほとんどの歯医者がすす
めるすばらしい歯ブラシだと思うかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-06

I 「· · · たった · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「しかし実は、この歯ブラシを試した歯科医はたった 13人で、
そのうち 12人がよいと答えた結果だとしたらどうだろう。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-07

I 「· · · もしかすると · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「しかし実は、この歯ブラシを試した歯科医はたった 13人で、
そのうち 12人がよいと答えた結果だとしたらどうだろう。もしか
するとその実験に参加した歯科医たちに、たまたまその歯ブラシ
を気に入った人が多かっただけかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-08

I 「· · · たまたま · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「しかし実は、この歯ブラシを試した歯科医はたった 13人で、
そのうち 12人がよいと答えた結果だとしたらどうだろう。もしか
するとその実験に参加した歯科医たちに、たまたまその歯ブラシ
を気に入った人が多かっただけかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-09

I 「· · · 気に入る · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「しかし実は、この歯ブラシを試した歯科医はたった 13人で、
そのうち 12人がよいと答えた結果だとしたらどうだろう。もしか
するとその実験に参加した歯科医たちに、たまたまその歯ブラシ
を気に入った人が多かっただけかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-10

I 「· · · だけ · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「しかし実は、この歯ブラシを試した歯科医はたった 13人で、
そのうち 12人がよいと答えた結果だとしたらどうだろう。もしか
するとその実験に参加した歯科医たちに、たまたまその歯ブラシ
を気に入った人が多かっただけかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-11

I 「· · · かもしれない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「しかし実は、この歯ブラシを試した歯科医はたった 13人で、
そのうち 12人がよいと答えた結果だとしたらどうだろう。もしか
するとその実験に参加した歯科医たちに、たまたまその歯ブラシ
を気に入った人が多かっただけかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。

16



問題 10-12

I 「· · · とても · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「もしその広告に根拠の数字が記載されていたとしても、実は
とても少ない人数で実施された試験をもとにした数を使用してい
るのかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-13

I 「· · · 動詞 +てみる · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「数字を出して効果をうたっている場合、データ数は十分なの
かを疑ってみることが必要だ。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-14

I 「· · · 形容詞 +過ぎる · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「データ数が少なすぎると、なぜ正しい結果が得られないのだ
ろうか。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-15

I 「· · · それほど +形容詞 +ない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「10回投げたときに 5回コインが表を向く確率は 25%とそれほ
ど高くない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-16

I 「· · · 段々と · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「10回投げたときに 5回コインが表を向く確率は 25%とそれほ
ど高くない。だが 100回、1000回と投げることでだんだんと 2分
の 1に近づいていく。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-17

I 「· · · はず · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「日本の青年男子全員の身長を調べ、平均を計算すれば正確な
数値になるはずだ。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-18

I 「· · · だろう · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「しかし、全員を実際に調べることは不可能だろう。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-19

I 「· · · 動詞 +たい · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「たとえば誤差を 3%に抑えたい場合、0.03を入力する。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-20

I 「· · · 再び · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「たとえば、冒頭の歯科医の例をふたたび考えてみよう。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-21

I 「· · · 見せかける · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「おすすめだという歯科医の多かったグループのデータだけを
採用することで、効果があるようにみせかけたのかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-22

I 「· · · 動詞 +なければならない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「実は、その判断のためには、入試に落ちた人も含めて調査し
なければならない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-23

I 「· · · べき · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「目的の結論をだすために、どのような範囲のデータを使うべ
きなのかという視点で確認することが大切だ。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-24

I 「· · · 形容詞 +れば +形容詞 +ほど · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「ではデータの範囲は広ければ広いほどよいのだろうか。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。

29



問題 10-25

I 「· · · わけでもない /わけではない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「データは幅広くとればよいというわけでもないのだ。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-26

I 「· · · とは限らない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「私たちは『飲酒量の多さが原因で肺がんになった』というよ
うに、そこに因果関係があると考えがちだ。しかし、そうとはかぎ
らない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-27

I 「· · · 全く · · · ない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「または『飲酒量』と『肺がん』のデータに相関があるようにみ
えるが、それは偶然でまったく関係がないかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-28

I 「· · · 形容詞 +くなる · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「アイスクリームの売り上げも水難事故の発生件数も夏にかけ
て多くなり、冬に最も少なくなる。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-29

I 「· · · 少なくとも · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「また科学技術の発達した国なら裕福であり、チョコレートを
買う余裕が生まれるということも考えられる。少なくとも、国民
のチョコレートの消費量とノーベル賞受賞者数の間には、相関関
係はあっても因果関係はないとみなすのが妥当だろう。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-30

I 「· · · こそ · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「もっともらしいときこそ疑う視点をもつことが必要だ。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-31

I 「· · · だけでなく · · · も · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「そのため収入などの代表値としては、平均値だけでなく中央
値も掲載することが一般的だ。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-32

I 「· · · もしかすると · · · かもしれない · · ·」を使って文を作りな
さい。
I 例:「もしかするとほんとうは 1位と 2位は逆だったかもしれない。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-33

I 「· · · 動詞 +しかない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「そしてフィッシャーは、さまざまな条件による実験結果のか
たよりをなくすためには、ランダムに実験環境を選ぶしかないと
いう結論に達したのだ。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-34

I 「· · · 滅多にない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「有意水準の数値以下であれば、その事象がおきることはめった
にないと判断することができ、帰無仮説を棄却することができる。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-35

I 「· · · に過ぎない · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「この p値が 0.05以下という基準は判断の目安にすぎないはず
だった。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-36

I 「· · · 手に入る · · ·」を使って文を作りなさい。
I 例:「現在では、ビッグデータとよばれる膨大な量のデータが簡単
に手に入るようになった。」

I 注意事項
I 言葉の意味や用法がわからない場合には、辞書を使って調べ、わ
かったことをノートに書き留めておくこと。

I この問題は期末試験で出題されるかもしれません。教室での時間
を有効に使い、実際に作文してみること。

I 作文が完成したら、皆の前で発表するとよいでしょう。誤りがあ
れば、訂正してもらうことができます。

I 辞書で調べてもわからないことがあれば、質問すること。
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問題 10-37

I 動詞「許す」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-38

I 動詞「試す」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-39

I 動詞「飲む」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-40

I 動詞「選ぶ」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-41

I 動詞「求める」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-42

I 動詞「抑える」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-43

I 動詞「及ぼす」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-44

I 動詞「騙される」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: ない/ う
I 連用形: ます
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形:
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問題 10-45

I 形容詞「珍しい」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容詞に命令形はなし)
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問題 10-46

I 形容詞「等しい」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容詞に命令形はなし)
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問題 10-47

I 形容詞「正しい」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容詞に命令形はなし)
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問題 10-48

I 形容詞「厳しい」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容詞に命令形はなし)
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問題 10-49

I 形容詞「難しい」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容詞に命令形はなし)
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問題 10-50

I 形容動詞「極端だ」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / ない / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容動詞に命令形はなし)
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問題 10-51

I 形容動詞「有名だ」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / ない / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容動詞に命令形はなし)
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問題 10-52

I 形容動詞「大切だ」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / ない / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容動詞に命令形はなし)
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問題 10-53

I 形容動詞「不可能だ」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / ない / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容動詞に命令形はなし)
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問題 10-54

I 形容動詞「恣意的だ」を活用させなさい。
I 語幹:
I 未然形: う
I 連用形: た / ない / なる
I 終止形:
I 連体形: とき
I 仮定形: ば
I 命令形: — (形容動詞に命令形はなし)
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